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試
驗
 

場

槪

要
 

林
業
試
驗
場
熊
本
支
場
宮
崎
分
場

1

位 

置

林
業
試
験
場
熊
本
支
場
宮
崎
分
場
は
宮
崎
市
神
宮
町
四
三
〇
番
地
の
地
籍
に
属
し
、
神
武
天
皇
を
御
祭
神
と
す
る
宮
崎
神
宮
の
境
内
に
位 

匿
し
、
宮
崎
市
の
北
部
省
線
花
ケ
島
駅
よ
り
西
方
約
五
百
米
、
或
は
宮
崎
交
通
会
社
市
内
バ
ス
終
点
神
宮
前
よ
り
も
同
じ
く
約
五
百
米
の
至 

便
の
箇
所
に
あ
る
。
都
心
の
喧
雑
を
離
れ
近
く
に
平
和
白
、
遠
く
に
高
千
械
の
器
を
仰
ぎ
、・
四
周
境
内
の
攀
の
森
林
に
囲
ま
れ
、 
時
に
神
殿 

の
和
楽
の
洩
れ
聞
ゆ
る
の
み
の
静
寂
の
境
に
あ
り
、
更
に
果
立
博
物
館
、
宮
崎
大
学
、
泰
系
試
験
場
等
の
文
化
的
諸
施
設
が
近
く
に
所
在
し 

研
究
機
関
と
し
て
ほ
好
適
の
位
置
に
あ
る
。

2
 
目 

的

当
分
場
ぼ
熊
本
支
場
の
地
方
機
関
と
し
て
九
州
南
部
地
区
に
於
け
る
地
方
的
な
特
殊
問
題
、
即
ち
暖
帯
気
候
、
国
土
保
安
に
関
聯
す
る
特 

殊
立
地
、
地
方
的
な
植
生
並
に
施
業
実
態
を
基
調
と
し
て
、
実
地
に
即
し
た
試
験
を
行
う
。
其
の
内
容
に
ほ
立
地
環
境
、
育
種
、
育
苗
、
更 

新
、
病
虫
害
防
除
、
有
用
菌
利
用
、
防
災
等
が
含
ま
れ
る
。
且
つ
、
試
験
の
成
果
及
び
一
般
林
業
技
術
の
普
及
指
導
を
行
い
、
国
民
の
愛
林 

思
想
の
涵
養
を
図
る
を
目
的
と
す
る
。
此
の
為
に
特
に
指
導
普
及
員
室
を
設
け
て
果
の
普
及
指
導
員
の
当
施
設
を
利
用
し
て
の
調
査
研
究
、 

或
は
共
同
研
究
に
よ
っ
て
其
の
使
命
の
完
遂
を
期
す
る
と
共
に
教
育
機
関
の
教
材
と
し
て
の
利
用
、
林
業
家
の
実
地
へ
の
応
用
等
広
く 
一般 

の
利
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

3

沿 

革

ー、
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
八
日 

林
業
試
験
場
田
野
苗
圃
設
置
さ
れ
農
林
技
手
江
口
昌
介
初
代
主
任
に
命
ぜ
ら
れ
る
。



ー、
昭
和
十
九
年
五
月
三
十
一
日 

ー、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
一
日 

ー、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日 

ー、
昭
和
二
十
六
年
七
月
二
十
日

二 

林
業
試
験
場
田
野
試
験
地
に
変
更
。

林
業
試
験
場
熊
本
支
場
田
野
分
場
に
変
更
、
農
林
技
官
吉
筋
正
二
初
代
分
場
長
に
命
ぜ
ら
れ
る
。 

斐
林
技
官
橋
本
与
良
分
場
長
に
命
ぜ
ら
れ
る
。

林
業
試
験
場
熊
本
支
場
宮
崎
分
場
と
な
り
宮
崎
市
内
に
移
転
し
農
林
技
官
橋
本
与
良
引
続
き
分
場
長 

を
命
ぜ
ら
れ
る
。

(
附)

宮
崎
市
へ
移
設
の
経
過

叩
利
十
六
年
兰
時
の
本
場
農
林
技
師
佐
藤
敬
二
氏
の
斜
面
混
播
試
験
を
実
施
す
る
目
的
で
宮
崎
郡
田
野
村
宮
崎
営
林
署
小
谷
苗®I

の
一
部 

を
借
用
し
試
験
地
を
設
定
し
、
爾
来
ク
ス
の
品
種
及
養
苗
試
験
、
コ
ウ
ゾ
増
殖
試
験
等
特
用
樹
種
を
主
に
し
た
試
験
を
実
施
し
て
来
た
。
昭 

和
二
十
二
年
に
林
業
試
験
場
の
機
構
が
改
革
さ
れ
た
時
に
田
野
分
場
と
な
り
熊
本
支
場
の
地
方
機
関
と
な
っ
た
が
、
分
場
の
使
命
と
し
て
の 

カ
州
南
割
全
般
の
林
業
を
対
象
と
し
て
研
究
す
る
為
に
は
同
地
で
は
不
便
で
あ
る
こ
と
、
拡
充
の
余
地
の
少
な
い
こ
と
、
指
導
普
及
上
よ
り 

位
置
的
に
不
適
で
あ
る
こ
と
等
の
為
に
藜

の
発
展
を
期
待
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
宫
崎
市
内
へ
移
転
す
べ
き
こ
と
を
本
場
造
隊 

部
長
大
政
正
隆
氏
、 
支
場
餐
技
官
石
崎
厚
美
氏
よ
り
提
案
・
が
あ
っ
て
其
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
候
補
地
の
選
定
が
引
続
き
行
は
れ
産
母 

国3

、
住
吉
村
の
宮
崎
大
学
牧
場
、
江
平
池
埋
立
地
等
の
実
在
も
行
わ
れ
た
が
遂
に
宮
崎
神
宮
境
内
を
最
後
の
候
補
地
と
し
た
。 

J©
耄
は
極
め
て
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
。
偶
を

崎
果
当
局
に
於
て
、
当
果
林
業
の
産
業
的
地
位
の
赛
性
に
鑑
み
県
立
の
林
業
研
究
幾 

鳶
・
必
要
性
を％

し
其
の
実
現
の
計
画
も
あ
っ
た
が
、
寧
ろ
国
立
の
林
業
試
験
場
設
立
を
推
進
し
、
之
が
拡
充
强
化
を
図
る
を
適
切 

号
蒔
、

に
前
営
崎
果
知
要

中
忠
雄
氏
、
宮
崎
果
林
務
部
長
大
賀
正
男
氏
、
前
熊
本
営
林
局
長
塩
見
友
之
助
氏
、U

h

l

 

氏
を
中
、攵
し
て
宮
崎
分
埸
移
設
計
画
が
本
格
化
さ
れ
た
。
設
立
位
置
を
宮
崎
神
宮
境
内
と
し
林
業
試

宮
崎
果
及
熊
本
営
林
局
頒 

力
に
よ
り
諸
施
設
を
行
い
、
完
成
後?

鑑

、
研
究
員
善
、
経
常
の?

?

以
て?

篇
局
W

W

い

話

研
究
と
共
に
特
に
宮
崎
杲
当
局
の
要
望
す
る
研
究
の
実
施
、
或
は
共
同
研
究
を
行
う
事
等
の
族
本
方
針
を
決
定
し
た
。
其
後
宮
崎
果
林
務
部
、 

宮
崎
営
林
署
の
絶
大
な
支
援
に
依
り
候
補
地
と
し
て
の
神
宮
関
係
の
折
衝
、
所
要
木
材
の
搬
出
の
計
画
、
苗
畑
の
開
甕
等
m-
々
進
按
し
昭
和 

二
十
六
年
十
二
月
に
は
附
帯
工
事
も
完
成
し
一
応
の
移
設
事
業
が
完
了
し
た
。

4

施 

設

ー、
敷
地 

ー
〇
、
二
六
三
ha
、
借
地

二
、
 

庁
舎
、
■■■.■
.■/
長
 

三
二
四•
五
坪
、
木
造
平
屋
、
セ
メ
ン
ト
塗

北
面
の
略H

型
を
な
し
花
ケ
島
よ
り
の
神
宮
裏
参
道
に
面
し
場
長
室
、
応
接
室
、
事
務
室
、
普
及
指
導
室
、
造
林
研
究
室
、
土
壊
研 

•

究
室
、
経
営
研
究
室
、
保
護
研
究
室
、
菌
利
用
研
究
室
よ
り
な
り
附
属
室
と
し
て
暗
室
、
図
書
室
、
倉
庫
室
、
徐
備
室
、
蒸
溜
室
、
天 

秤
室
、
殺
菌
室
、
無
菌
室
、
宿
直
宝
、
小
使
室
が
あ
る
。

各
部
屋
に
水
道
、•
電
熱
の
設
備
を
し
て
い
る
。

三
、
 

苗
畑
ー
・
五
ha

敷
地
内
に
あ
り
南
北
一
五
〇m
、
東
西
ー
〇
〇m
と
し
東
側
は
ヒ
ノ
キ
三
〇
年
生
前
後
の
森
林
を
な
し
、
四
周
老
齢
杉
の
点
在
し
て 

い
る
が
西
部
ほ
疎
開
し
て
い
る
。

一
区
約
0.8
ha
の
九
区
割
の
試
験
用
畑
に
区
切
り
通
路
に
は
両
側
に
チ
ャ
、
サ
ザ
ン
カ
、
ツ
ツ
ヂ
類
を
植
え
て
美
観
を
沿
え
る
豫
定
で 

あ
る
。
苗
畑
は
ス
ギ
揷
木
試
験
、
特
用
樹
種
揷
木
試
験
、
台
湾
樹
種
養
苗
試
験
、
短
期
育
苗
試
験
等
の
苗
畑
試
験
を
実
施
す
る
外
、
見 

本
林
、
林
地
植
栽
試
験
用
の
苗
木
を
育
成
す
る

苗
畑
の
東
北
端
に
作
業
小
屋
を
設
け
苗
畑
試
験
測
定
等
を
行
う
。

俯
、
実
験
林
、
11
本
林

,
三



苗
畑
よ
り
西
方
約
七
ha
の
区
域
に
ス
・ギ
品
種
別
植
栽
、
マ
ッ
品
種
別
の
植
栽
を
行
う
外
特
用
樹
種
、
外
国
樹
種
、
主
要
樹
種
を
植
栽 

し
見
本
林
を
作
る
計
画
で
あ
る
。

五
、
其
他
施
設

堆
肥
舎
、
温
室
、
ガ
ラ
ス
室
を
設
け
諸
試
験
の
完
全
を
期
す
る
外
、
庭
園
樹
を
卷
成
し
域
内
の
美
化
を
図
る
豫
定
で
あ
る
。

5

從
來
の
硏
究
項
目 

•

： • 

•• 

ヽ
、:

1

、
 

ク
ス
逾
苗
試
験(
揷
木
試
験
、
播
種
試
験)

ク
ス
の
挿
木
の
時
期
は
三
月
上
旬
よ
り
五
月
に
亘
る
間
加
良
好
で
母
湖
年
齢
は
四
、,
五
年
生
迄
が
最
も
良
い
。
播
種
捧
苗
後
山
地
出 

し
れ
場
合
の
切
断
部
の
揷
木
は
三
月
下
旬
で
八
五％

の
活
着
率
を
得
、
実
用
の
価
値
が
あ
る
。
床
土
は
圃
土
よ
り
粘
土
の
方
が
良
い
。 

——

特
用
樹
種
に
関
す
る
研
究 

第
十
二
報

ク
ス
の
揷
木
に
つ
い
て 

佐
藤
敬
二
、
江
口
昌
介

日
本
林
学
会
九
州
支
部

一
九
五
〇
年
舗
演
発
表

2

、
 

ア
カ
シ
ア̂

苗
試
験(
挿
木
、
埋
条
試
験)

3

、
 
苗
畑
三
要
素
試
験 

"

 

•
•
•
•
,
■
陪
•

•

•

・一 

・ 

• 
-.

ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
イ
チ
ヒ
カ
シ
、
ク
ス
に
就
て
実
施
、
試
験
測
定
値
は
本
場
に
一
部
送
附
。

4

、
 

樁
、
山
茶
花
天
然
林
携
育
試
験• 

• 

.• 
- 
- 

•

川
内
営
林
署
管
内
長
城
国
有
林
に
試
験
地
を
設
け
山
茶
花
撫
育
試
験
を
実
施
中
で
あ
る
。 

"

-

:

5

、
 
椿
、
山
茶
花
結
実
促
進
試
験

椿
ゝ
山
茶
花
の
結
実
促
進
の
目
的
を
以
て
太
榦
の
挿
木
試
験
畫
施
し
た
が
良
好
な
結
果
を
得
な
か
っ
た
。
尙
田
野
町
の
畦
畔
植
栽 

の
サ
ザ
ン
力
に
つ
い
て
樹
型
、
花
型
、
種
子
、
灰
像
、・
採
油*

を
調
香
じ
優
良
品
種
を
検
索
中
で
あ
る
。

2 6

——

山
茶
花
の
研
究8
8

石
崎
厚
美
、
佐
伯
岩
雄
、
森
田
健
次
郎

日
本
林
学
会
九
州
支
部
大

会

ー
九
五
〇
年
講
演
発
表

、
林
産
繊
維
植
物
の
増
殖
試
験(
コ
ウ
ゾ) 

- 

コ
ウ
ゾ
の
挿
木
法
に
依
る
実
地
試
験
を
実
施
し
、
空
中
温
度
を
高
く
且
つ
温
度
を
上
げ
る
為
に
簡
易
框
を
以
て
揷
木
床
を
作
り
音 

試
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
発
根
状
態
は
良
好
で
あ
る
が
、
線
虫
類
等
の
被
害
が
多
く
其
の
成
績
を
取
纏
め
る
迄
に
至
ら
な
か
っ
た
。 

継
統
試
験
の
豫
定
で
あ
る
。

尙
灰
像
に
よ
る
コ
ウ
ゾ
品
種
識
別
に
つ
い
て
は
宮
大
外
山
教
授
及
び
当
分
場
安
藤
技
官
の
協
同
研
究
を
行
い
近
く
発
表
の
豫
定
で
あ 

る
。

6

今
後
の
試
驗
項
目

、
亜
熱
帯
樹
種
増
殖
試
験

台
湾
に
於
て
価
栽
さ
れ
良
好
な
結
果
を
得
て
い
る
。
モ
ク
マ
オ
ウ
、
ア
カ
シ
ア
、
ユ
ー
カ
リ
、
相
思
樹
或
ほ
果
樹
類
の̂

苗
を
実
施 

し
林
地
、
海
岸
林
、
シ
ラ
ス
砂
防
植
栽
等
の
価
値
を
検
討
す
る
。

、
椎
茸
に
関
す
る
研
究

九
州
南
部
の
気
象
条
件
は
椎
茸
栽
培
に
好
適
で
あ
る
が
栽
培
増
殖
法
は
尙
改
良
の
余
地
も
あ
る
の
で
栽
培
法
の
改
良
試
験
を
実
施
す 

る
と
共
に
優
良
品
種
の
ー
検
索
、
増
殖
、
及
び
母
菌
培
養
に
つ
い
て
の
改
良
法
を
考
究
す
る
。

、
飯
肥
杉
に
関
す
る
研
究

ォ
ピ
ス
ギ
は
揷
木
を
し
た
場
合
に
他
地
方
の
品
種
と
比
較
し
て
其
の
発
根
状
態
に
相
当
差
異
が
あ
り
其
の
特
質
を
究
め
一
年
生
造
林 

を
す
る
の
に
最
良
の
方
法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
尙
大
量
生
産
の
場
合
の
揷
植
採
集
、
連
年
育
苗
の
採
植
等
に
つ-
き
適
切
な
方
途
・

五
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• 

六・

を
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
此
等
の
揷
木
試
験
を
実
施
す
る.
。 

オ
ビ
ス
ギ
に
つ
い
て
は
多
数
の
品
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
其
の
立
地
別
の
生
長
の
相
違
を
調
在
す
る
と
共
に
條
肥
地
方
を
中
心
と 

し
て
の
環
境
調
花
を
実
施
し
オ
ビ
ス
ギ
の
植
栽
の
適
当
な
区
域
の
調
斉

実
施
す
る
。

、
特
用
樹
種
に
関
す
る
研
究 

印

コ
ウ
ゾ
増
殖
試
験 

継
続
試
験
と
し
て
更
に
線
虫
類
防
除
を
主
と
し
て
揷
木
養
苗
試
験
を
実
施
す
る
。

㈤

ヤ
マ
モ
モ
増

殖

試

験

.•:
 

ヤ
マ
モ
モ
の
優
良
品
種
は
専
ら
接
木
法
に
よ
っ
て
い.
る
が
其
の
得
苗
率
も
少
く
挿
木
・
も
事
業
的
に
は•
不
可
能.
な
現
状
で
あ
る
の 

で<

木
増
殖
の
目
的
で
其
の
基
礎
的
な
試
吟
を
実
施
す
る
。
尙
海
岸
林
、
砂
防
林
等
の
植
栽
用
と
し
て
播
種
増
殖
試
験
を
実
施
す 

る
。

の 

サ
ザ
ン
カ
品
種
検
索
及•
増
殖
試
験 

継
統
中
の
天
然
林
除
背.K

を"

だ
す％
外
に
件
に•
品.
後

検
索
及
び
此
の
揷
木
増
殖
試.
験
を
行
う
。• 

.•
： 

、
海
岸
林
に
関
す
る
試
験(

丄
『
含
右)

海
岸
林
の
現
在
の
主
林
木
で
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
は
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
で
食
害
枯
損
し
全
滅
し
て
い
る
の-
Ct
此
が
再
生
と
し
て
ク•
ロ
マ
ツ
以 

外
に
モ
ク
マ
オ
ウ
の
混
植
、
副
林
木
と
し
て
ヤ
マ
モ
モ
、
マ
テ
バ
シ
イ
、
ア
カ
シ
ア
等
の•
混
植
、•
更
に
砂
丘
地
土
壊
改
良
と
し
て
ラ
ヴ 

グ
ラ
ス
、
ル
—
ピ
ン
植
栽
伏
込
、
更
に
マ
オ
ウ
等
の
植
栽
利
用
試
験
を
実
施
す
る
。

、
短
伐
期
林
育
成
試
験 

• 

•

； 

パ
ル
プ
資
源
と
し
て
必
要
な
マ
ツ
、
モ
ミ
の
植
栽
に
ヤ
マ
モ
モ
、
ア
・
カ
シ
アの

混
植
効
果
、
ユ
—
カ
リ
、
セ
コ
イ
ア
等
の
生
長
良
子

な
樹
種
の
植
栽
試
験
を
実
施
す
る
。 

•

7
、
 

薪
炭
林
に
関
す
る
試
験(
1
R

令
る
)

8
、
 
土
壊
調
径(
イ
ス
、
タ
ブ
林
に
関
す
る
調
査)

大
隅¥

島
の
イ
ス
、
タ
プ
林
を
中
心
と
し
て
森
林
土
壊
調
査
を
実
施
す
る
。

7

試

驗

実

績
 

実
施
さ
れ
た
試
験
調
査
に
つ
い
て
は
其
の
都
度
関
係
機
関
を
通
じ
て
発
表
す
る
事
に
し
て
い
る
が
現
在
迄
の
当
場
関
係
の
発
表
は
次
の
通 

り
で
あ
る
。

⑴
 

特
用
樹
種
に
関
す
る
研
究(
第
十
二
報) 

ク
ス
の
揷
木
に
つ
い
て 

佐
藤
做
二
、
江
口
昌
介 

日
本
林
学
会
九
州
支
部
大
会
ー
九
五
〇
年
險
演
抄
録 

⑶

山
茶
花
の
研
究(
豫
報) 

石
崎
厚
美
、
佐
伯
岩
雄
、
森
田
健
次
郎 

日
本
林
学
会
九
州
支
部
大
会
ー
九
五
〇
年
講
演
抄
録

⑶

ス
ギ
揷
木
雑
感 

橋
本
与
良

•

暖
帯
林 

昭
和
二
十
六
年
九
月
号

④

塩
田
器
具
用
棋
材
に
就
て 

安
藤
正
武

暖
帯
林
昭
和
二
十
六
年
十
月
号

⑸
 

灰
像
法
に
よ
る
楮
品
種
の
鑑
識 

外
山
三
郎
、
安
藤
正
武 

林
業
試
験
場
研
究
報
告
に
発
表
徐
定

左
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鑑
定
及
指
導

種
子
発
芽
鑑
定
、
及
び
育
苗
、
特
用
樹
種
増
殖
、
土
壊
調
査
等
に
関
す
る
指
導
を
実
施
す
る
。

9

組 

織

、庶
若
課
 

経
営
研
究
室

分
場

造
林
研
究
係

保
護
研
究
係(
病
虫
害) 

保
護
研
究
係n
 (
菌
類
利
用)

〔樹
木
園
係10

現 

/
祟

建

零

れ
 

芬
場
長
澈
购
官
艇

仝 

打 

農
林
技
官
主

員
苗
題 

正
二

農
林
技
官 

助 

手 

助
・
手 

雇

M

正
武 

< 

茂 

郷
正
孝
 

池
順
子

助

手

佐

伯

岩

雄

八

篇

手
香
川

照
雄

副 

手

瀬

戸

鈴
種
 

副 

手

妹

尾

勝

義

梁
剑
手
上
中

業
顼
手
菊
池

相
田

當
手 
W

泥

作
次
郎 

秀
夫
 

淸 

ー 

冊

昭
和
二
十
七
年
虹
齢
玛
に
研
究
員
の•
増
加
の
豫
定
で
あ
る
。

九



印
刷
月
日
昭
和
二
七
年
一
月
一 〇

日 

へ
弋
詹
焉) 

発
行
日
昭
和
二
七
年
一
月
一
五
日
〔如

須

J  

宮
崎
市
神
宮
町
四
三
〇
番
地 

枷

II
林
業
試
驗
場
熊
本
支
場
宮
崎
分
場 

宮
崎
市
旭
通
三
ノ
三 

印

刷

所

株

式

会

社

小

柳

印

刷

所
 

宮
崎
市
旭
通
三
ノ
ニ 

印
刷
人
小
 

柳 

淸




